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私がマケドニアに行くときに頼んでおいたとおり、あなたはエフェソにとどまって、あ

る人々に、異なる教えを説いたり、作り話や切りのない系図に心を奪われたりしないよう

に命じなさい。そのようなことは、無意味な詮索を引き起こすだけで、信仰による神の計

画を実現させるものではありません。私のこの命令は、清い心と正しい良心と偽りのない

信仰とから出て来る愛を目標としています。ある人々はこれらのものからそれて、空論に

走り、律法の教師でありたいと思いながら、自分の言っていることも、何を主張している

のかも分かっていないのです。私たちは、律法はふさわしく用いるならば良いものである

と知っています。すなわち、律法は、正しい者のためにあるのではなく、不法な者や不従

順な者、不敬虔な者や罪を犯す者、神を畏れぬ者や俗悪な者、父を殺す者や母を殺す者、

人を殺す者、淫らな行いをする者、男色をする者、誘拐する者、嘘をつく者、偽証する者

のためにあり、そのほか健全な教えに反することがあれば、そのためにあると知っていま

す。これは、祝福に満ちた神の栄光の福音に一致しており、私はその福音を委ねられまし

た。（Ⅰテモテ 1:3 ～ 11） 

 

著者がマケドニアに向かった時、テモテにエフェソに留まって、「異なる教えを説いた

り、作り話や切りのない系図に心を奪われたりしないように命じなさい」と頼んでおいた。

そのように命じたのは、エフェソ教会の中に異なる教えや作り話や系図について、とやか

く論じる人がいたからである。彼らの言い分は無意味な詮索を引き起こすだけで、信仰に

基づく神の計画を実現させるものではないと忠告している。テトス書でも、 1 章 14節に

「ユダヤ人の作り話 」、 3 章  9節に「愚かな議論、系図、争い、律法についての論議を避

けなさい。それらは無益で、空しいものだからです」と書いている。著者は、「私のこの

命令は、清い心と正しい良心と偽りのない信仰とから出て来る愛を目標としています」と、

神の計画を実現するために、この命令をし、信仰に基づく愛をエフェソ教会に求めている

と語っている。しかし、ある人々は信仰からそれて、無益な議論に迷い込み、律法の教師

でありたいと思いながら、自分たちが何を主張しているのかも分かっていない。ユダヤ人

が大事にした「系図」や「律法の教師」という言葉から、「ある人々」とはユダヤ教に熱

心な人々ではないかと思われる。彼らはエフェソ教会に来て、先祖の系図や律法について

論じ、教会を混乱させ、キリスト信仰を妨害しようとしたのである。著者は、律法は法に

従って適用されるならば、良いものであると知っている。すなわち、律法は、正しい者の

ために与えられているのではなく、「不法な者や不従順な者、不敬虔な者や罪を犯す者、

神を畏れぬ者や俗悪な者、父を殺す者や母を殺す者、人を殺す者、淫らな行いをする者、

男色をする者、誘拐する者、嘘をつく者、偽証する者のためにあり、そのほか健全な教え

に反することあれば、そのためにある」と言う。これらの不法、悪徳は、モーセの十戒に

おいて、禁じられている悪事でもあった。パウロは、律法は人間の罪を照らし出すものと

認識したが、著者は、律法は悪事を働く者を正すためにあると言っている。「牧会書簡」

には、悪徳表と美徳表がしばしば書かれ、善悪二元論が根幹にある。著者は、「これは、

祝福に満ちた神の栄光の福音に一致しており、私はその福音を委ねられました」と、私た

ちは祝福に満ちた福音宣教を委ねられている者で、異なる教えの無益な議論の中に迷い込

むことのないようにと諭している。 


